































天に十法あり。何等を十法となすや。一には、飛去に限数なし。二には、飛来に限数なし。三には、去無礙なり。四には、来無礙なり。五には、天身に皮膚骨体筋脈血肉あることなし。六には、身に不浄大小便利なし。七には、身に疲極なし。八には、天女は産まず。九には、天目は眴せず 十 身は随意色 り 青を好めば則ち青、黄を好めば則ち黄、赤白の衆の色意に随って現ず 此は是れ諸天の十法なり
（５）
。
（天人には十種のありかたがある。十のあり方とは何か。一に、限りなく遠くまで飛んで行けること。二に限りなく飛んで来れること。三は、障害なく飛んで行けること。 四は、 障害なく飛んで来れること。 五は、 天人の身体には皮膚、 骨、筋肉、血管、肉がないこと。六は、大便、小便などがないこと。七は、身体に疲労がないこと。八は、天女には出産がないこと。九は、天人は瞬きをしないこと。十は、身体の色を自由にでき、青を望めば青、黄色を望めば黄色 赤白などの色に思うままできること。 れが天人にみられる十のあり方である） 。
これによれば、天人天女は人間のような肉体がなく、飛行の力だけがあ といえる。理論書の『立世阿毘曇論』によると、天の世界には池があり、その池には無数の花
が咲き、船があり、天人天女たちがその花を採ろうとすれば花のほうから近づいてくるという。





















せることを主題とした物語である。 そこではブッダはナンダを妻から引き離すために、天の世界（具体的にはインドラ 世界）に連れて行き、天女と妻との美貌を対比させる。 界の天女（アプサラス）は次 ように描か る
（９）
。
そこでは前世に苦行という代価を払って天を購 ようと心定めすぐれ 苦行 の疲れた ころを天女は遊戯して楽しませる（
10―
33） 。









































































とあるくだりもいずれの漢訳にもない増広された部分である。漢訳本にないものは、それぞれのもとになったサンスクリット本にも存在しなかったとみてよいであろう。原本にないも に単語の付加あるいは繰り返しでない限り、漢訳者が省略することはないと考えられ からである。むろん新しいサンスクリット本で説かれるくだりといえどもインドの浄土教徒の手に成るも である。その結果、浄土教徒の構想する理想国土としての浄土にはバラモン教 場合と同様に、おのずから天女がいると解されたのであろう。
大乗にみられる転女成男の思想阿弥陀仏のまします極楽浄土に生まれる場合、女性は一度男にならないと往生でき
ないという考えかたがある こ は大乗仏教にことのほか顕著であ 、す に指摘されているように、 『法華経』や『無量寿経』 認めることができる。 『法華経』の場合その「提婆達多品」に、八才の龍女の成仏するありさまが次のように説かれる。
























以外の大乗仏教の場合はどうか。こ 点をみる上で『法華経』をみてみよう。この経典には三通りの死後 世界およびそこへ 往生が説かれる。その一は、 「薬王菩薩本事品」 みられるもので、 『無量寿経』の場合と同じ極楽往生 る。






世尊よ、この経典を書写し、受持するであろうものは 私に喜びを与えたことなるでしょうし、世尊よ この経典を書写 も も、その意味 さとるも も、









































ここでも二人の菩薩を 「良き人」 と呼称する。してみると、 『法華経』 でいう 「良き人」



















































で覆われており、それら（の木々）から、種々の梢・葉・花の房が垂れ下がっている。かしこにいる生ける者たちが、これ の河岸で、天の汚れ ない快楽の戯れに耽りたいと欲し、かれらがそこの河に入るならば、欲するままに、水は足首の深さ なる。
・かれらは、身体が飽満して、どのような香りの種類を欲しようと、まさにそ よ
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